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ナス符号をつける変換 :赤 ∑Z"=JILa)二 着 ∑三"=Jl(-1)ala)を考えよ
う｡ 古典計算だと､状態一つ一つに当たる作業が必要なので､2Ⅳ個の計算を


























































































































l>([0>+l>)/ヽ万 一 [1>([0>11>)/ヽ乃 (6)
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laJ_i _ _ _ _ _
補助状態
lマイ ナス符号～
制御NOTゲートを物理的に実現した例
のエネルギーレベルの模式図
<図4>制御NOTのエネルギーレベルの模式図｡E,eはレベル間のエネル
ギー差をあらわす｡l>Il>から補助状態fa>に遷移させてまたIl>l>
に戻すことによって､11>Jl>を実現する物理系がある｡
<図5>因数分解のアルゴリズムによって得られる｢実験データ｣｡量子計
算のあとCを観測するということを何回か繰り返して､｢データ｣をC/qLこ対
してプロットする｡分布の周期の最小値として1/げ 求まる｡
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